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運用報告書（全体版） 
第８期（決算日 2026年３月25日）

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申し上げます。 
「Ｓｍａｒｔ－ｉ ８資産バランス 安定型／安定成長型／成長型」は、2026年３月25日に第８期の
決算を行いましたので、期中の運用状況ならびに決算のご報告を申し上げます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
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Ｓｍａｒｔ－ｉ ８資産バランス 
安定型 

 

 
第８期（決算日 2026年３月25日）

  
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 

信 託 期 間 2018年３月27日から無期限です。 

運 用 方 針 
主として以下の各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の債券・株式ならびに国内お
よび先進国の不動産投資信託証券（リート）等への分散投資を行い、信託財産の長期的な成長を目標とした運用を行います。 
債券への投資割合を高め、資産の安定性を重視した運用を行います。 

主 要 
投 資 対 象 

Smart-i ８資産バランス 安定型 以下の各マザーファンドの受益証券を主要投資対象とします。 

ＲＭ国内債券マザーファンド ・ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合に採用されている国内の債券 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 
（ 為 替 ヘ ッ ジ あ り ） 

・FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）に採用されている先進国の債券 

ＲＭ先進国債券マザーファンド ・FTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）に採用されている先進国の債券 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 
・ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に採用されている
新興国の債券 

・新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ 

ＲＭ国内株式マザーファンド ・東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）に採用されている株式 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 
・金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている先進国株式等（日本の株式を除きま

す。以下同じ。） 
・先進国株式の指数を対象指数としたＥＴＦ 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 
・金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている新興国株式等 
・新興国株式の指数を対象指数としたＥＴＦ 

ＲＭ国内リートマザーファンド ・東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産投資信
託証券 

・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産関連株式 
・先進国の不動産投資信託証券に関する指数を対象指数としたＥＴＦ 

主 な 
投 資 制 限 

Smart-i ８資産バランス 安定型 株式への実質投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ国内債券マザーファンド 
株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。外貨建資産への投資は、行いま
せん。 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 
（ 為 替 ヘ ッ ジ あ り ） 株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。外貨建資産への投資割合には、制

限を設けません。 ＲＭ先進国債券マザーファンド 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 

ＲＭ国内株式マザーファンド 株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

ＲＭ国内リートマザーファンド 不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 
不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資割合に
は、制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等を分配対象額とし、原則として基準価額の水準、市況動向
等を勘案して分配金額を決定します。ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行わないことがあります。 

 

 

運用報告書（全体版） 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 
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Ｓｍａｒｔ－ｉ ８資産バランス 安定型 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 
４期(2022年３月25日) 11,627 0 3.3 23.8 2.2 68.8 6.5 3,812 

５期(2023年３月27日) 11,051 0 △ 5.0 22.0 1.9 68.2 6.0 5,343 
６期(2024年３月25日) 12,265 0 11.0 25.3 0.7 66.7 6.8 7,463 
７期(2025年３月25日) 12,375 0 0.9 25.3 0.7 66.7 6.9 9,749 
８期(2026年３月25日) 13,225 0 6.9 25.4 0.5 67.1 6.6 13,489 

 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ 
2025年３月25日 12,375 － 25.3 0.7 66.7 6.9 

３月末 12,280 △0.8 24.7 0.8 67.1 6.7 
４月末 12,206 △1.4 26.3 0.8 63.9 6.9 
５月末 12,392 0.1 25.7 0.6 66.1 6.9 
６月末 12,606 1.9 25.9 0.6 66.2 6.7 
７月末 12,770 3.2 26.6 0.5 66.0 6.7 
８月末 12,815 3.6 26.2 0.7 64.7 6.7 
９月末 12,986 4.9 25.6 1.2 66.2 6.7 
10月末 13,288 7.4 26.4 0.4 66.7 6.7 
11月末 13,332 7.7 25.7 0.7 66.4 6.8 
12月末 13,333 7.7 26.0 0.8 65.8 6.7 

2026年１月末 13,325 7.7 26.1 0.4 65.8 6.5 
２月末 13,597 9.9 26.3 0.4 65.7 6.8 
(期  末)       

2026年３月25日 13,225 6.9 25.4 0.5 67.1 6.6 
 

（注） 騰落率は期首比です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。   
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Ｓｍａｒｔ－ｉ ８資産バランス 安定型 

○運用経過 (2025年３月26日～2026年３月25日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2025年３月25日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

国内金利上昇を受け国内債券が下落要因となった一方で、世界的な生成AI・半導体需要の拡大や、米欧中央

銀行による政策金利の継続的な利下げが追い風となり、先進国株式を中心に上昇したことが基準価額の主な

上昇要因となりました。 

  

期中の基準価額等の推移 
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Ｓｍａｒｔ－ｉ ８資産バランス 安定型 

投資対象とする各マザーファンドの当期末組入比率および期中騰落率 

 
＊ 純資産総額に対する比率です。 

 

 

国内債券市況 

国内長期金利は、前期末と比較して上昇（債券価格は下落）しました。期初は、米国政権の相互関税発表に

よる金融市場の混乱や景気後退懸念の高まりから国内長期金利は一時低下しましたが、関税率合意や日銀の

消費者物価見通しの引き上げにより利上げ観測が再燃したことを受け、上昇に転じました。高市新政権が発足

すると、積極的な財政政策による支出拡大への警戒感が強まったことや、2025年12月の金融政策決定会合で利

上げが決定されたことを受け、国内長期金利はさらに上昇基調を強めました。2026年２月の衆議院選挙後、財

政規律を意識した政権運営期待から長期金利は一時低下しましたが、期末にかけ、中東情勢の緊迫化による原

油高と円安の進行を背景にインフレ懸念が再燃したことを受け、国内長期金利は再度上昇しました。 

 

先進国債券市況 

先進国債券市場では、前期末と比較して米国長期金利は横ばい、欧州長期金利は上昇（債券価格は下落）し

ました。期初は、軟調な米経済指標やFRB（米連邦準備制度理事会）高官によるハト派的発言、米国の関税政

策を受けて長期金利は低下する場面もありましたが、関税引き下げ合意を受けて戻しました。期中は、パウエ

ルFRB議長のハト派的発言や軟調な経済指標で米国金利は低下する一方、欧州金利はドイツ防衛費増額などの

財政悪化懸念から上昇しました。期末は、米国株式市場の下落でFRBの利下げ観測が高まったことから長期金

利は一時低下したものの、中東情勢の悪化に伴う原油高によるインフレ再燃・財政悪化懸念の高まりから、米

国金利、欧州金利ともに上昇しました。 

 

新興国債券市況 

新興国債券市場は、国・地域によってまちまちな動きとなりました。アジア圏では、インフレ率の鈍化など

を背景に主要国で利下げが実施されましたが、2026年３月に入り、中東情勢の悪化と原油価格の上昇を受けた

インフレ再燃への懸念から、インドやタイなどの主要国で債券利回りは上昇しました。また、中国でも利下げ

が行われたものの、景気刺激策のための国債発行などが重石となり、債券利回りは上昇しました。一方、中南

投資環境 
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Ｓｍａｒｔ－ｉ ８資産バランス 安定型 

米地域では、利下げが継続しているメキシコと、利下げ方向に政策を転換していたブラジルを中心に債券利回

りは低下しました。 

 

国内株式市況 

国内株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期初、米国政府の相互関税が市場予想よりも厳しい内容

であったため大きく下落した場面もみられましたが、堅調な企業の業績発表で上昇基調となりました。期後半

は、高市新政権の積極財政への期待からAI関連銘柄主導で買いが入ったことで上昇基調が続き、2026年２月の

衆議院選挙で自民党が勝利したことで、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は一時、史上最高値を更新する場面がみ

られました。しかしその後は、中東情勢の悪化や原油価格の上昇により下落する展開となりました。 

 

先進国株式市況 

先進国株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期初、米国政権の相互関税発表による景気後退懸念の

高まりから株式市場は一時下落しましたが、米国政権が相互関税の上乗せ部分を停止したことや各国と関税

交渉で合意に至ったことにより上昇に転じました。その後、底堅い企業決算を受けて投資家心理が改善し、複

数の主要国株価指数が最高値を更新するなど堅調に推移しましたが、期末にかけ、中東情勢の悪化に伴う原油

高によりインフレ再燃・景気鈍化懸念が強まり、下落する展開となりました。 

 

新興国株式市況 

新興国株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期初、米国と中国による関税引き上げの応酬で景気後

退懸念が強まり、株式市場は一時下落しましたが、両国が追加関税措置の一時停止に合意し、過度な懸念が後

退したことで上昇に転じました。その後、中国政府による景気刺激策や、半導体関連銘柄の堅調な決算・AI需

要の拡大が追い風となり、さらに上昇しましたが、期末にかけ、中東情勢緊迫化・原油価格上昇を受け、景気

減速リスクが意識され調整局面となりました。 

 

国内リート市況 

国内リート市場は、前期末と比較して上昇しました。期前半は、米国の関税政策を背景に日銀の追加利上げ

に時間がかかるとの見方や堅調な不動産市況を受けて上昇しました。期後半は、高市新政権の拡張的財政政

策、米国の利下げへの期待を背景に国内リート市場は上昇したものの、2026年２月の衆議院選挙に向け与野党

が消費減税を掲げたことで財政悪化懸念が広がったことに加え、３月には中東情勢の悪化を受けたリスク回

避の売りが出たことで下落しました。 

 

先進国リート市況 

先進国リート市場は、前期末と比較して上昇しました。期前半は、米国長期金利の高止まりや、米国の関税

政策による景気後退懸念でリスク回避姿勢が広がったことを背景に一時下落しましたが、相互関税の一時停

止が発表されると買い戻しが進みました。期後半は、米国の利下げが進んだことや、堅調なAI需要からデータ

センター関連リートが市場を牽引したことで、上昇幅を拡大しましたが、期末には原油高によるインフレ懸念

から金利が上振れし、リート市場は軟化しました。 

 

為替市況 

前期末と比較して、円は米ドル、ユーロの双方に対して円安となりました。 

米ドルに対して、期前半は、日米金利差が縮小するとの観測や、米国の景気悪化懸念の高まりにより、円高

米ドル安が進行しました。期中から期後半にかけては、米国が各国との関税交渉の合意でリスク選好が回復し
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たことや、積極財政・金融緩和志向の高市政権の発足を受け、円安米ドル高が進行しました。期末にかけては、

日米金融当局によるレートチェック観測で一時的に円高となったものの、中東情勢が緊迫化すると安全通貨

としての米ドル買いが優勢となりました。 

ユーロに対して、期前半は、米国政権の関税政策への不安感からユーロが対米ドルの代替通貨として買われ

たことで円安ユーロ高が進みました。期後半になると、ECB（欧州中央銀行）の利下げ停止観測や高市政権の

財政拡張的政策から円が売られたことで、円安ユーロ高がさらに進行しました。 

新興国通貨について、米国の利下げにより金利差が縮小したことや、米ドル離れの思惑に伴う新興国への資

金流入もあり、中国元をはじめ多くの新興国通貨は対米ドルで上昇しました。 

 

 

主として各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の債券・株式なら

びに国内および先進国の不動産投資信託証券（リート）等への分散投資を行い、信託財産の安定性を重視した

運用を行いました。 

各マザーファンドに対する投資割合は、期を通じて概ね、基本的資産配分通りとしました。 

 

ＲＭ国内債券マザーファンド 

国内の債券を主要投資対象とし、ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合の動きに連動する投資成果を目指してファン

ドの特性値（満期構成やデュレーション（金利感応度））をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを

構築しました。 

 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

日本を除く先進国の債券を主要投資対象とし、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）

の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（通貨構成、満期構成、デュレーション（金利感応度））

をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。また、ベンチマークとの連動性を高めるた

め、投資対象資産の通貨は対円で為替ヘッジ（為替の売り予約）を行いました。 

 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 

日本を除く先進国の債券を主要投資対象とし、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）の動

きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（通貨構成、満期構成、デュレーション（金利感応度））

をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は

行っておりません。 

 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 

新興国の現地通貨建て債券を実質的な主要投資対象とし、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバー

シファイド（円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行いました。ＪＰモルガンＧＢＩ―

ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）への連動性を高めるため、ETF（上場投資信託証券）

を活用して運用を行いました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

  

当ファンドのポートフォリオ 
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ＲＭ国内株式マザーファンド 

国内の株式を主要投資対象とし、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）の動きに連動する投資成果を目指

してファンドの特性値（業種構成比など）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。 

 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 

日本を除く先進国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）

の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）をベンチマークに概

ね一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

新興国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の

動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）をベンチマークに概ね

一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ国内リートマザーファンド 

国内の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果

を目指してファンドの特性値（用途別の比率など）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築し

ました。 

 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

日本を除く先進国の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当

込み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、用途別の比率な

ど）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）

は行っておりません。 

 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる

指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指

数は設定しておりません。 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

 
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 
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当期の収益分配金につきましては、基準価額の水準、市況動向等を勘案した上で、分配を見送りとさせてい

ただきました。収益分配にあてなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に留保し、運用の基本方

針に基づいて運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第８期 

2025年３月26日～ 
2026年３月25日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 3,225  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

引き続き、主として各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の債

券・株式ならびに国内および先進国の不動産投資信託証券（リート）等への分散投資を行い、信託財産の安定

性を重視した運用を行います。 

各マザーファンドに対する投資割合は、基本的資産配分にしたがいます。 

 

ＲＭ国内債券マザーファンド 

引き続き、主としてＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合に採用されている国内の債券に投資し、ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ

総合の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

引き続き、主としてFTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）に採用されている先進国

の債券に投資し、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）の動きに連動する投資成果を

目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）を行います。 

 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 

引き続き、主としてFTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）に採用されている先進国の債券

に投資し、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用

を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

分配金 
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ＲＭ新興国債券マザーファンド 

引き続き、主としてＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド

（円換算ベース）との連動性を高めるため、新興国債券の指数を対象指数としたETF（上場投資信託証券）を活

用しながら運用を行う方針です。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ国内株式マザーファンド 

引き続き、主として東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）に採用されている国内の株式に投資し、東証株

価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている日本を除

く先進国の株式に投資し、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動する投資

成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている

新興国の株式に投資し、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ国内リートマザーファンド 

引き続き、主として東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券に投資し、東証

ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

引き続き、主としてＳ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算ベース）に採用されている不

動産投資信託証券および不動産関連株式に投資し、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算

ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り

予約）は行いません。 
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○１万口当たりの費用明細 (2025年３月26日～2026年３月25日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 23  0.176  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (10)  (0.077)  ファンドの運用・調査、基準価額の計算、開示資料作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (10)  (0.077)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 3)  (0.022)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 0   0.002   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 0)  (0.001)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.000)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） ( 0)  (0.001)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.003   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） ( 0)  (0.002)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 3   0.025   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 2)  (0.017)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.007)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.002)  その他は、権利・配当にかかる税金及びその払戻し、ファンドの運営管理にか
かる費用等 

 合 計 26   0.206    

期中の平均基準価額は、12,910円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。   
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証

券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除

した総経費率（年率）は0.21％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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Ｓｍａｒｔ－ｉ ８資産バランス 安定型 

○売買及び取引の状況 (2025年３月26日～2026年３月25日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＲＭ国内株式マザーファンド 33,344 68,170 23,685 54,068 

ＲＭ国内リートマザーファンド 16,114 26,184 742 1,082 
ＲＭ先進国株式マザーファンド 139,246 454,594 76,910 271,887 
ＲＭ新興国株式マザーファンド 21,482 44,540 20,080 54,549 
ＲＭ先進国リートマザーファンド 45,569 79,946 6,717 11,844 
ＲＭ国内債券マザーファンド 1,641,454 1,530,173 206,050 197,852 
ＲＭ先進国債券マザーファンド 120,877 160,547 10,357 13,229 
ＲＭ新興国債券マザーファンド 18,484 27,370 1 2 
ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 1,566,743 1,317,170 171,536 144,122 

 
 
 

○株式売買比率 (2025年３月26日～2026年３月25日) 

 

項 目 
当 期 

ＲＭ国内株式 
マザーファンド 

ＲＭ先進国株式 
マザーファンド 

ＲＭ新興国株式 
マザーファンド 

ＲＭ先進国リート 
マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 227,848,915千円 194,170,396千円 8,781,054千円 521,380千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 184,509,298千円 437,267,106千円 51,836,589千円 713,822千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.23   0.44   0.16   0.73   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年３月26日～2026年３月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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Ｓｍａｒｔ－ｉ ８資産バランス 安定型 

 

＜ＲＭ国内株式マザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 416 373 919 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは株式
会社りそなホールディングスです。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2025年３月26日～2026年３月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2025年３月26日～2026年３月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2026年３月25日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＲＭ国内株式マザーファンド 145,209 154,867 456,735 

ＲＭ国内リートマザーファンド 111,143 126,515 214,759 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 568,463 630,799 2,617,566 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 148,419 149,822 440,718 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 172,491 211,343 430,274 

ＲＭ国内債券マザーファンド 3,098,759 4,534,164 4,103,418 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 514,588 625,108 900,093 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 109,133 127,616 213,719 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 3,514,143 4,909,350 4,080,652 
 
 
 
  

利害関係人の発行する有価証券等 

親投資信託残高 
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Ｓｍａｒｔ－ｉ ８資産バランス 安定型 

○投資信託財産の構成 (2026年３月25日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＲＭ国内株式マザーファンド 456,735 3.4 

ＲＭ国内リートマザーファンド 214,759 1.6 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 2,617,566 19.4 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 440,718 3.3 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 430,274 3.2 

ＲＭ国内債券マザーファンド 4,103,418 30.4 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 900,093 6.7 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 213,719 1.6 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 4,080,652 30.2 

コール・ローン等、その他 62,116 0.2 

投資信託財産総額 13,520,050 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） ＲＭ先進国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（523,569,325千円）の投資信託財産総額（525,191,134千円）

に対する比率は99.7％です。 

（注） ＲＭ新興国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（63,033,329千円）の投資信託財産総額（63,497,453千円）に

対する比率は99.3％です。 

（注） ＲＭ先進国リートマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（96,837,980千円）の投資信託財産総額（97,229,006千円）

に対する比率は99.6％です。 

（注） ＲＭ先進国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（46,693,898千円）の投資信託財産総額（46,736,423千円）に

対する比率は99.9％です。 

（注） ＲＭ新興国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（19,767,613千円）の投資信託財産総額（20,046,755千円）に

対する比率は98.6％です。 

（注） ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり）において、当期末における外貨建純資産（192,968,920千円）の投資信託財産総額

（193,354,728千円）に対する比率は99.8％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1米ドル=158.66円、1カナダドル=115.35

円、1メキシコペソ=8.9571円、1ブラジルレアル=30.3354円、1チリペソ=0.173374円、1コロンビアペソ=0.042948円、1ユーロ=184.51

円、1英ポンド=213.19円、1スイスフラン=201.52円、1スウェーデンクローナ=17.06円、1ノルウェークローネ=16.37円、1デンマークク

ローネ=24.69円、1トルコリラ=3.5809円、1チェココルナ=7.5485円、1ハンガリーフォリント=0.473793円、1ポーランドズロチ=43.207

円、1オーストラリアドル=111.03円、1ニュージーランドドル=92.67円、1香港ドル=20.28円、1シンガポールドル=124.25円、1マレーシ

アリンギット=40.1943円、1タイバーツ=4.87円、1フィリピンペソ=2.6493円、1インドネシアルピア=0.0094円、1韓国ウォン=0.106265

円、1新台湾ドル=4.9597円、1中国元=23.0141円、1オフショア人民元=23.0293円、1インドルピー=1.70円、1イスラエルシュケル=50.8034

円、1クウェートディナール=519.69円、1サウジアラビアリアル=42.35円、1カタールリアル=43.60円、1南アフリカランド=9.40円、1ア

ラブディルハム=43.29円。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2025年３月26日～2026年３月25日) 

 

 該当事項はございません。 
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Ｓｍａｒｔ－ｉ ８資産バランス 安定型 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2026年３月25日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 13,520,050,832   

 コール・ローン等 62,111,061   

 ＲＭ国内株式マザーファンド(評価額) 456,735,272   

 ＲＭ国内リートマザーファンド(評価額) 214,759,940   

 ＲＭ先進国株式マザーファンド(評価額) 2,617,566,679   

 ＲＭ新興国株式マザーファンド(評価額) 440,718,180   

 ＲＭ先進国リートマザーファンド(評価額) 430,274,021   

 ＲＭ国内債券マザーファンド(評価額) 4,103,418,772   

 ＲＭ先進国債券マザーファンド(評価額) 900,093,880   

 ＲＭ新興国債券マザーファンド(評価額) 213,719,551   

 ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり）(評価額) 4,080,652,455   

 未収利息 1,021   

(B) 負債 31,020,287   

 未払解約金 19,229,562   

 未払信託報酬 11,357,797   

 その他未払費用 432,928   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 13,489,030,545   

 元本 10,199,423,880   

 次期繰越損益金 3,289,606,665   

(D) 受益権総口数 10,199,423,880口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 13,225円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は7,878,637,861円、期中追加設定元

本額は3,632,194,156円、期中一部解約元本額は1,311,408,137

円です。 

（注） 当期末の１口当たり純資産額は1.3225円です。 

○損益の状況 (2025年３月26日～2026年３月25日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 238,922   

 受取利息 238,922   

(B) 有価証券売買損益 709,879,535   

 売買益 957,416,641   

 売買損 △  247,537,106   

(C) 信託報酬等 △   21,615,277   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 688,503,180   

(E) 前期繰越損益金 454,154,930   

(F) 追加信託差損益金 2,146,948,555   

 (配当等相当額) (  1,461,273,767)  

 (売買損益相当額) (    685,674,788)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 3,289,606,665   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 3,289,606,665   

 追加信託差損益金 2,146,948,555   

 (配当等相当額) (  1,465,137,752)  

 (売買損益相当額) (    681,810,803)  

 分配準備積立金 1,142,658,110   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（238,630,176円）、

費用控除後の有価証券等損益額（350,228,639円）、信託約款に

規定する収益調整金（2,146,948,555円）および分配準備積立金

（553,799,295円）より分配対象収益は3,289,606,665円（１万口

当たり3,225円）ですが、当期に分配した金額はありません。 
 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
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Ｓｍａｒｔ－ｉ ８資産バランス 安定型 

○お知らせ 

・投資信託及び投資法人に関する法律第14条の改正に伴い、約款に所要の変更を行いました。（2025年４月１日） 

 

＜当ファンドが投資対象とするＲＭ国内債券マザーファンド、ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあ

り）、ＲＭ先進国債券マザーファンド、ＲＭ新興国債券マザーファンド、ＲＭ国内株式マザーファンド、ＲＭ

先進国株式マザーファンド、ＲＭ新興国株式マザーファンド、ＲＭ国内リートマザーファンドおよびＲＭ先進

国リートマザーファンドは以下の約款変更を行いました。＞ 

・投資信託及び投資法人に関する法律第14条の改正に伴い、約款に所要の変更を行いました。（2025年４月１日） 

 

 

 



品 名：02_90150_123010_123011_123012_008_02_Ｓｍａｒｔ－ｉ ８資産バランス 安定型／安定成長型／成長型【3冊合冊】_1099092.docx 
日 時：2026/5/1 10:55:00 

ページ：16 

 
 

東京都江東区木場1丁目5番65号 

ホームページ：https://www.resona-am.co.jp/ 

＜運用報告書に関するお問い合わせ先＞ 

フリーダイヤル：0120-223351 

（委託会社の営業日の午前９時～午後５時） 
 
お客さまのお取引内容につきましては、購入された販売会社に

お問い合わせください。 

 

Ｓｍａｒｔ－ｉ ８資産バランス 
安定成長型 

 

 
第８期（決算日 2026年３月25日）

  
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 

信 託 期 間 2018年３月27日から無期限です。 

運 用 方 針 
主として以下の各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の債券・株式ならびに国内お
よび先進国の不動産投資信託証券（リート）等への分散投資を行い、信託財産の長期的な成長を目標とした運用を行います。 
債券、株式およびリートに対する投資割合の分散をはかり、安定性と成長性のバランスを目指した運用を行います。 

主 要 
投 資 対 象 

Smart-i ８資産バランス 安定成長型 以下の各マザーファンドの受益証券を主要投資対象とします。 

ＲＭ国内債券マザーファンド ・ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合に採用されている国内の債券 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 
（ 為 替 ヘ ッ ジ あ り ） 

・FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）に採用されている先進国の債券 

ＲＭ先進国債券マザーファンド ・FTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）に採用されている先進国の債券 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 
・ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に採用されている
新興国の債券 

・新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ 

ＲＭ国内株式マザーファンド ・東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）に採用されている株式 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 
・金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている先進国株式等（日本の株式を除きま

す。以下同じ。） 
・先進国株式の指数を対象指数としたＥＴＦ 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 
・金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている新興国株式等 
・新興国株式の指数を対象指数としたＥＴＦ 

ＲＭ国内リートマザーファンド ・東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産投資信
託証券 

・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産関連株式 
・先進国の不動産投資信託証券に関する指数を対象指数としたＥＴＦ 

主 な 
投 資 制 限 

Smart-i ８資産バランス 安定成長型 株式への実質投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ国内債券マザーファンド 
株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。外貨建資産への投資は、行いま
せん。 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 
（ 為 替 ヘ ッ ジ あ り ） 株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。外貨建資産への投資割合には、制

限を設けません。 ＲＭ先進国債券マザーファンド 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 

ＲＭ国内株式マザーファンド 株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

ＲＭ国内リートマザーファンド 不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 
不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資割合に
は、制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等を分配対象額とし、原則として基準価額の水準、市況動向
等を勘案して分配金額を決定します。ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行わないことがあります。 

 

 

運用報告書（全体版） 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 
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【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 
４期(2022年３月25日) 13,335 0 10.2 46.8 4.4 37.0 12.8 5,347 

５期(2023年３月27日) 12,733 0 △ 4.5 44.3 3.9 38.4 12.1 7,797 
６期(2024年３月25日) 16,057 0 26.1 53.3 1.6 30.2 14.3 12,452 
７期(2025年３月25日) 16,942 0 5.5 52.6 1.5 30.9 14.6 15,888 
８期(2026年３月25日) 19,611 0 15.8 54.7 1.0 29.7 14.2 22,345 

 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ 
2025年３月25日 16,942 － 52.6 1.5 30.9 14.6 

３月末 16,595 △ 2.0 53.1 1.7 30.2 14.7 
４月末 16,242 △ 4.1 54.5 1.7 27.9 14.3 
５月末 16,915 △ 0.2 55.4 1.4 28.6 14.1 
６月末 17,413 2.8 55.3 1.3 28.9 14.0 
７月末 17,996 6.2 55.9 1.0 28.8 13.9 
８月末 18,141 7.1 54.9 1.4 28.7 14.1 
９月末 18,608 9.8 54.5 2.6 29.2 14.1 
10月末 19,377 14.4 55.8 0.8 29.4 13.9 
11月末 19,575 15.5 54.4 1.6 29.3 14.3 
12月末 19,741 16.5 54.5 1.7 29.1 14.3 

2026年１月末 19,877 17.3 55.5 0.9 28.9 14.0 
２月末 20,448 20.7 55.8 0.8 28.6 14.3 
(期  末)       

2026年３月25日 19,611 15.8 54.7 1.0 29.7 14.2 
 

（注） 騰落率は期首比です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。   
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○運用経過 (2025年３月26日～2026年３月25日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2025年３月25日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

国内金利上昇を受け国内債券が下落要因となった一方で、世界的な生成AI・半導体需要の拡大や、米欧中央

銀行による政策金利の継続的な利下げが追い風となり、先進国株式を中心に上昇したことが基準価額の主な

上昇要因となりました。 

  

期中の基準価額等の推移 
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投資対象とする各マザーファンドの当期末組入比率および期中騰落率 

 
＊ 純資産総額に対する比率です。 

 

 

国内債券市況 

国内長期金利は、前期末と比較して上昇（債券価格は下落）しました。期初は、米国政権の相互関税発表に

よる金融市場の混乱や景気後退懸念の高まりから国内長期金利は一時低下しましたが、関税率合意や日銀の

消費者物価見通しの引き上げにより利上げ観測が再燃したことを受け、上昇に転じました。高市新政権が発足

すると、積極的な財政政策による支出拡大への警戒感が強まったことや、2025年12月の金融政策決定会合で利

上げが決定されたことを受け、国内長期金利はさらに上昇基調を強めました。2026年２月の衆議院選挙後、財

政規律を意識した政権運営期待から長期金利は一時低下しましたが、期末にかけ、中東情勢の緊迫化による原

油高と円安の進行を背景にインフレ懸念が再燃したことを受け、国内長期金利は再度上昇しました。 

 

先進国債券市況 

先進国債券市場では、前期末と比較して米国長期金利は横ばい、欧州長期金利は上昇（債券価格は下落）し

ました。期初は、軟調な米経済指標やFRB（米連邦準備制度理事会）高官によるハト派的発言、米国の関税政

策を受けて長期金利は低下する場面もありましたが、関税引き下げ合意を受けて戻しました。期中は、パウエ

ルFRB議長のハト派的発言や軟調な経済指標で米国金利は低下する一方、欧州金利はドイツ防衛費増額などの

財政悪化懸念から上昇しました。期末は、米国株式市場の下落でFRBの利下げ観測が高まったことから長期金

利は一時低下したものの、中東情勢の悪化に伴う原油高によるインフレ再燃・財政悪化懸念の高まりから、米

国金利、欧州金利ともに上昇しました。 

 

新興国債券市況 

新興国債券市場は、国・地域によってまちまちな動きとなりました。アジア圏では、インフレ率の鈍化など

を背景に主要国で利下げが実施されましたが、2026年３月に入り、中東情勢の悪化と原油価格の上昇を受けた

インフレ再燃への懸念から、インドやタイなどの主要国で債券利回りは上昇しました。また、中国でも利下げ

が行われたものの、景気刺激策のための国債発行などが重石となり、債券利回りは上昇しました。一方、中南

投資環境 
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米地域では、利下げが継続しているメキシコと、利下げ方向に政策を転換していたブラジルを中心に債券利回

りは低下しました。 

 

国内株式市況 

国内株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期初、米国政府の相互関税が市場予想よりも厳しい内容

であったため大きく下落した場面もみられましたが、堅調な企業の業績発表で上昇基調となりました。期後半

は、高市新政権の積極財政への期待からAI関連銘柄主導で買いが入ったことで上昇基調が続き、2026年２月の

衆議院選挙で自民党が勝利したことで、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は一時、史上最高値を更新する場面がみ

られました。しかしその後は、中東情勢の悪化や原油価格の上昇により下落する展開となりました。 

 

先進国株式市況 

先進国株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期初、米国政権の相互関税発表による景気後退懸念の

高まりから株式市場は一時下落しましたが、米国政権が相互関税の上乗せ部分を停止したことや各国と関税

交渉で合意に至ったことにより上昇に転じました。その後、底堅い企業決算を受けて投資家心理が改善し、複

数の主要国株価指数が最高値を更新するなど堅調に推移しましたが、期末にかけ、中東情勢の悪化に伴う原油

高によりインフレ再燃・景気鈍化懸念が強まり、下落する展開となりました。 

 

新興国株式市況 

新興国株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期初、米国と中国による関税引き上げの応酬で景気後

退懸念が強まり、株式市場は一時下落しましたが、両国が追加関税措置の一時停止に合意し、過度な懸念が後

退したことで上昇に転じました。その後、中国政府による景気刺激策や、半導体関連銘柄の堅調な決算・AI需

要の拡大が追い風となり、さらに上昇しましたが、期末にかけ、中東情勢緊迫化・原油価格上昇を受け、景気

減速リスクが意識され調整局面となりました。 

 

国内リート市況 

国内リート市場は、前期末と比較して上昇しました。期前半は、米国の関税政策を背景に日銀の追加利上げ

に時間がかかるとの見方や堅調な不動産市況を受けて上昇しました。期後半は、高市新政権の拡張的財政政

策、米国の利下げへの期待を背景に国内リート市場は上昇したものの、2026年２月の衆議院選挙に向け与野党

が消費減税を掲げたことで財政悪化懸念が広がったことに加え、３月には中東情勢の悪化を受けたリスク回

避の売りが出たことで下落しました。 

 

先進国リート市況 

先進国リート市場は、前期末と比較して上昇しました。期前半は、米国長期金利の高止まりや、米国の関税

政策による景気後退懸念でリスク回避姿勢が広がったことを背景に一時下落しましたが、相互関税の一時停

止が発表されると買い戻しが進みました。期後半は、米国の利下げが進んだことや、堅調なAI需要からデータ

センター関連リートが市場を牽引したことで、上昇幅を拡大しましたが、期末には原油高によるインフレ懸念

から金利が上振れし、リート市場は軟化しました。 

 

為替市況 

前期末と比較して、円は米ドル、ユーロの双方に対して円安となりました。 

米ドルに対して、期前半は、日米金利差が縮小するとの観測や、米国の景気悪化懸念の高まりにより、円高

米ドル安が進行しました。期中から期後半にかけては、米国が各国との関税交渉の合意でリスク選好が回復し
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たことや、積極財政・金融緩和志向の高市政権の発足を受け、円安米ドル高が進行しました。期末にかけては、

日米金融当局によるレートチェック観測で一時的に円高となったものの、中東情勢が緊迫化すると安全通貨

としての米ドル買いが優勢となりました。 

ユーロに対して、期前半は、米国政権の関税政策への不安感からユーロが対米ドルの代替通貨として買われ

たことで円安ユーロ高が進みました。期後半になると、ECB（欧州中央銀行）の利下げ停止観測や高市政権の

財政拡張的政策から円が売られたことで、円安ユーロ高がさらに進行しました。 

新興国通貨について、米国の利下げにより金利差が縮小したことや、米ドル離れの思惑に伴う新興国への資

金流入もあり、中国元をはじめ多くの新興国通貨は対米ドルで上昇しました。 

 

 

主として各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の債券・株式なら

びに国内および先進国の不動産投資信託証券（リート）等への分散投資を行い、信託財産の安定性と成長性の

バランスを目指した運用を行いました。 

各マザーファンドに対する投資割合は、期を通じて概ね、基本的資産配分通りとしました。 

 

ＲＭ国内債券マザーファンド 

国内の債券を主要投資対象とし、ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合の動きに連動する投資成果を目指してファン

ドの特性値（満期構成やデュレーション（金利感応度））をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを

構築しました。 

 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

日本を除く先進国の債券を主要投資対象とし、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）

の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（通貨構成、満期構成、デュレーション（金利感応度））

をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。また、ベンチマークとの連動性を高めるた

め、投資対象資産の通貨は対円で為替ヘッジ（為替の売り予約）を行いました。 

 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 

日本を除く先進国の債券を主要投資対象とし、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）の動

きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（通貨構成、満期構成、デュレーション（金利感応度））

をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は

行っておりません。 

 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 

新興国の現地通貨建て債券を実質的な主要投資対象とし、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバー

シファイド（円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行いました。ＪＰモルガンＧＢＩ―

ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）への連動性を高めるため、ETF（上場投資信託証券）

を活用して運用を行いました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

  

当ファンドのポートフォリオ 
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ＲＭ国内株式マザーファンド 

国内の株式を主要投資対象とし、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）の動きに連動する投資成果を目指

してファンドの特性値（業種構成比など）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。 

 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 

日本を除く先進国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）

の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）をベンチマークに概

ね一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

新興国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の

動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）をベンチマークに概ね

一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ国内リートマザーファンド 

国内の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果

を目指してファンドの特性値（用途別の比率など）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築し

ました。 

 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

日本を除く先進国の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当

込み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、用途別の比率な

ど）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）

は行っておりません。 

 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる

指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指

数は設定しておりません。 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

 
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 
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当期の収益分配金につきましては、基準価額の水準、市況動向等を勘案した上で、分配を見送りとさせてい

ただきました。収益分配にあてなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に留保し、運用の基本方

針に基づいて運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第８期 

2025年３月26日～ 
2026年３月25日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 9,610  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

引き続き、主として各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の債

券・株式ならびに国内および先進国の不動産投資信託証券（リート）等への分散投資を行い、信託財産の安定

性と成長性のバランスを目指した運用を行います。 

各マザーファンドに対する投資割合は、基本的資産配分にしたがいます。 

 

ＲＭ国内債券マザーファンド 

引き続き、主としてＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合に採用されている国内の債券に投資し、ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ

総合の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

引き続き、主としてFTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）に採用されている先進国

の債券に投資し、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）の動きに連動する投資成果を

目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）を行います。 

 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 

引き続き、主としてFTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）に採用されている先進国の債券

に投資し、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用

を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

分配金 
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ＲＭ新興国債券マザーファンド 

引き続き、主としてＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド

（円換算ベース）との連動性を高めるため、新興国債券の指数を対象指数としたETF（上場投資信託証券）を活

用しながら運用を行う方針です。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ国内株式マザーファンド 

引き続き、主として東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）に採用されている国内の株式に投資し、東証株

価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている日本を除

く先進国の株式に投資し、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動する投資

成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている

新興国の株式に投資し、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ国内リートマザーファンド 

引き続き、主として東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券に投資し、東証

ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

引き続き、主としてＳ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算ベース）に採用されている不

動産投資信託証券および不動産関連株式に投資し、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算

ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り

予約）は行いません。 
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○１万口当たりの費用明細 (2025年３月26日～2026年３月25日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 36  0.198  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (16)  (0.088)  ファンドの運用・調査、基準価額の計算、開示資料作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (16)  (0.088)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 4)  (0.022)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 1   0.004   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 0)  (0.001)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.001)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） ( 0)  (0.001)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 1   0.006   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） ( 1)  (0.005)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.001)   

（d） そ の 他 費 用 6   0.033   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 4)  (0.023)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.007)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 1)  (0.004)  その他は、権利・配当にかかる税金及びその払戻し、ファンドの運営管理にか
かる費用等 

 合 計 44   0.241    

期中の平均基準価額は、18,410円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証

券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除

した総経費率（年率）は0.23％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2025年３月26日～2026年３月25日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＲＭ国内株式マザーファンド 56,457 109,544 13,300 39,712 

ＲＭ国内リートマザーファンド 72,065 121,437 17,624 25,000 
ＲＭ先進国株式マザーファンド 336,100 1,178,425 － － 
ＲＭ新興国株式マザーファンド 30,650 65,114 4,986 9,260 
ＲＭ先進国リートマザーファンド 175,539 323,283 － － 
ＲＭ国内債券マザーファンド 1,311,014 1,220,658 306,934 293,860 
ＲＭ先進国債券マザーファンド 104,023 139,428 37,833 48,340 
ＲＭ新興国債券マザーファンド 91,160 140,619 19,235 26,070 
ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 1,268,778 1,066,438 348,293 292,110 

 
 
 

○株式売買比率 (2025年３月26日～2026年３月25日) 

 

項 目 
当 期 

ＲＭ国内株式 
マザーファンド 

ＲＭ先進国株式 
マザーファンド 

ＲＭ新興国株式 
マザーファンド 

ＲＭ先進国リート 
マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 227,848,915千円 194,170,396千円 8,781,054千円 521,380千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 184,509,298千円 437,267,106千円 51,836,589千円 713,822千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.23   0.44   0.16   0.73   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年３月26日～2026年３月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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＜ＲＭ国内株式マザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 416 373 919 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは株式
会社りそなホールディングスです。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2025年３月26日～2026年３月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2025年３月26日～2026年３月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2026年３月25日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＲＭ国内株式マザーファンド 507,206 550,363 1,623,133 

ＲＭ国内リートマザーファンド 392,392 446,833 758,499 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 1,908,665 2,244,766 9,314,884 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 519,291 544,956 1,603,044 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 586,545 762,084 1,551,528 

ＲＭ国内債券マザーファンド 2,331,764 3,335,844 3,018,939 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 380,898 447,088 643,762 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 383,665 455,590 762,976 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 2,680,210 3,600,695 2,992,897 
 
 
 
  

利害関係人の発行する有価証券等 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2026年３月25日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＲＭ国内株式マザーファンド 1,623,133 7.2 

ＲＭ国内リートマザーファンド 758,499 3.4 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 9,314,884 41.6 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 1,603,044 7.2 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 1,551,528 6.9 

ＲＭ国内債券マザーファンド 3,018,939 13.5 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 643,762 2.9 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 762,976 3.4 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 2,992,897 13.4 

コール・ローン等、その他 129,713 0.5 

投資信託財産総額 22,399,375 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） ＲＭ先進国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（523,569,325千円）の投資信託財産総額（525,191,134千円）

に対する比率は99.7％です。 

（注） ＲＭ新興国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（63,033,329千円）の投資信託財産総額（63,497,453千円）に

対する比率は99.3％です。 

（注） ＲＭ先進国リートマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（96,837,980千円）の投資信託財産総額（97,229,006千円）

に対する比率は99.6％です。 

（注） ＲＭ先進国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（46,693,898千円）の投資信託財産総額（46,736,423千円）に

対する比率は99.9％です。 

（注） ＲＭ新興国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（19,767,613千円）の投資信託財産総額（20,046,755千円）に

対する比率は98.6％です。 

（注） ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり）において、当期末における外貨建純資産（192,968,920千円）の投資信託財産総額

（193,354,728千円）に対する比率は99.8％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1米ドル=158.66円、1カナダドル=115.35

円、1メキシコペソ=8.9571円、1ブラジルレアル=30.3354円、1チリペソ=0.173374円、1コロンビアペソ=0.042948円、1ユーロ=184.51

円、1英ポンド=213.19円、1スイスフラン=201.52円、1スウェーデンクローナ=17.06円、1ノルウェークローネ=16.37円、1デンマークク

ローネ=24.69円、1トルコリラ=3.5809円、1チェココルナ=7.5485円、1ハンガリーフォリント=0.473793円、1ポーランドズロチ=43.207

円、1オーストラリアドル=111.03円、1ニュージーランドドル=92.67円、1香港ドル=20.28円、1シンガポールドル=124.25円、1マレーシ

アリンギット=40.1943円、1タイバーツ=4.87円、1フィリピンペソ=2.6493円、1インドネシアルピア=0.0094円、1韓国ウォン=0.106265

円、1新台湾ドル=4.9597円、1中国元=23.0141円、1オフショア人民元=23.0293円、1インドルピー=1.70円、1イスラエルシュケル=50.8034

円、1クウェートディナール=519.69円、1サウジアラビアリアル=42.35円、1カタールリアル=43.60円、1南アフリカランド=9.40円、1ア

ラブディルハム=43.29円。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2025年３月26日～2026年３月25日) 

 

 該当事項はございません。 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2026年３月25日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 22,399,375,070   

 コール・ローン等 129,705,345   

 ＲＭ国内株式マザーファンド(評価額) 1,623,133,370   

 ＲＭ国内リートマザーファンド(評価額) 758,499,842   

 ＲＭ先進国株式マザーファンド(評価額) 9,314,884,313   

 ＲＭ新興国株式マザーファンド(評価額) 1,603,044,566   

 ＲＭ先進国リートマザーファンド(評価額) 1,551,528,635   

 ＲＭ国内債券マザーファンド(評価額) 3,018,939,657   

 ＲＭ先進国債券マザーファンド(評価額) 643,762,509   

 ＲＭ新興国債券マザーファンド(評価額) 762,976,837   

 ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり）(評価額) 2,992,897,864   

 未収利息 2,132   

(B) 負債 53,714,454   

 未払解約金 31,938,799   

 未払信託報酬 21,061,970   

 その他未払費用 713,685   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 22,345,660,616   

 元本 11,394,699,037   

 次期繰越損益金 10,950,961,579   

(D) 受益権総口数 11,394,699,037口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 19,611円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は9,378,165,659円、期中追加設定元

本額は3,093,064,690円、期中一部解約元本額は1,076,531,312

円です。 

（注） 当期末の１口当たり純資産額は1.9611円です。 
 

○損益の状況 (2025年３月26日～2026年３月25日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 402,708   

 受取利息 402,708   

(B) 有価証券売買損益 2,622,715,953   

 売買益 2,933,276,326   

 売買損 △   310,560,373   

(C) 信託報酬等 △    39,507,381   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 2,583,611,280   

(E) 前期繰越損益金 2,508,428,413   

(F) 追加信託差損益金 5,858,921,886   

 (配当等相当額) (   3,843,218,836)  

 (売買損益相当額) (   2,015,703,050)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 10,950,961,579   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 10,950,961,579   

 追加信託差損益金 5,858,921,886   

 (配当等相当額) (   3,847,716,032)  

 (売買損益相当額) (   2,011,205,854)  

 分配準備積立金 5,092,039,693   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（409,605,413

円）、費用控除後の有価証券等損益額（2,174,005,867円）、信託

約款に規定する収益調整金（5,858,921,886円）および分配準備

積立金（2,508,428,413円）より分配対象収益は10,950,961,579

円（１万口当たり9,610円）ですが、当期に分配した金額はあり

ません。 
 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
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○お知らせ 

・投資信託及び投資法人に関する法律第14条の改正に伴い、約款に所要の変更を行いました。（2025年４月１日） 

 

＜当ファンドが投資対象とするＲＭ国内債券マザーファンド、ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあ

り）、ＲＭ先進国債券マザーファンド、ＲＭ新興国債券マザーファンド、ＲＭ国内株式マザーファンド、ＲＭ

先進国株式マザーファンド、ＲＭ新興国株式マザーファンド、ＲＭ国内リートマザーファンドおよびＲＭ先進

国リートマザーファンドは以下の約款変更を行いました。＞ 

・投資信託及び投資法人に関する法律第14条の改正に伴い、約款に所要の変更を行いました。（2025年４月１日） 
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東京都江東区木場1丁目5番65号 

ホームページ：https://www.resona-am.co.jp/ 

＜運用報告書に関するお問い合わせ先＞ 

フリーダイヤル：0120-223351 

（委託会社の営業日の午前９時～午後５時） 
 
お客さまのお取引内容につきましては、購入された販売会社に

お問い合わせください。 

 

Ｓｍａｒｔ－ｉ ８資産バランス 
成長型 

 

 
第８期（決算日 2026年３月25日）

  
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 

信 託 期 間 2018年３月27日から無期限です。 

運 用 方 針 
主として以下の各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の債券・株式ならびに国内お
よび先進国の不動産投資信託証券（リート）等への分散投資を行い、信託財産の長期的な成長を目標とした運用を行います。 
株式およびリートへの投資割合を高め、資産の成長性を重視した運用を行います。 

主 要 
投 資 対 象 

Smart-i ８資産バランス 成長型 以下の各マザーファンドの受益証券を主要投資対象とします。 

ＲＭ国内債券マザーファンド ・ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合に採用されている国内の債券 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 
（ 為 替 ヘ ッ ジ あ り ） 

・FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）に採用されている先進国の債券 

ＲＭ先進国債券マザーファンド ・FTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）に採用されている先進国の債券 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 
・ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に採用されている
新興国の債券 

・新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ 

ＲＭ国内株式マザーファンド ・東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）に採用されている株式 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 
・金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている先進国株式等（日本の株式を除きま

す。以下同じ。） 
・先進国株式の指数を対象指数としたＥＴＦ 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 
・金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている新興国株式等 
・新興国株式の指数を対象指数としたＥＴＦ 

ＲＭ国内リートマザーファンド ・東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産投資信
託証券 

・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産関連株式 
・先進国の不動産投資信託証券に関する指数を対象指数としたＥＴＦ 

主 な 
投 資 制 限 

Smart-i ８資産バランス 成長型 株式への実質投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ国内債券マザーファンド 
株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。外貨建資産への投資は、行いま
せん。 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 
（ 為 替 ヘ ッ ジ あ り ） 株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。外貨建資産への投資割合には、制

限を設けません。 ＲＭ先進国債券マザーファンド 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 

ＲＭ国内株式マザーファンド 株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

ＲＭ国内リートマザーファンド 不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 
不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資割合に
は、制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等を分配対象額とし、原則として基準価額の水準、市況動向
等を勘案して分配金額を決定します。ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行わないことがあります。 

 

 

運用報告書（全体版） 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 
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【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 
４期(2022年３月25日) 14,533 0 15.0 61.6 5.8 16.2 16.9 4,729 

５期(2023年３月27日) 13,886 0 △ 4.5 59.8 5.2 17.6 16.5 7,088 
６期(2024年３月25日) 19,013 0 36.9 71.4 2.1 6.8 19.3 13,352 
７期(2025年３月25日) 20,566 0 8.2 71.0 2.0 6.9 19.7 18,369 
８期(2026年３月25日) 24,948 0 21.3 73.9 1.3 5.2 19.3 26,497 

 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ 
2025年３月25日 20,566 － 71.0 2.0 6.9 19.7 

３月末 19,971 △ 2.9 72.0 2.3 5.5 19.9 
４月末 19,294 △ 6.2 71.0 2.3 5.5 19.9 
５月末 20,413 △ 0.7 73.0 1.8 5.2 19.6 
６月末 21,176 3.0 73.4 1.8 5.2 19.3 
７月末 22,163 7.8 73.6 1.3 5.2 19.3 
８月末 22,404 8.9 73.1 1.9 5.0 19.5 
９月末 23,161 12.6 72.6 3.5 5.2 19.3 
10月末 24,388 18.6 74.2 1.1 5.3 19.2 
11月末 24,747 20.3 72.8 2.1 5.3 19.5 
12月末 25,095 22.0 72.7 2.3 5.2 19.4 

2026年１月末 25,386 23.4 74.5 1.2 5.1 19.0 
２月末 26,247 27.6 74.1 1.1 5.0 19.4 
(期  末)       

2026年３月25日 24,948 21.3 73.9 1.3 5.2 19.3 
 

（注） 騰落率は期首比です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。   
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○運用経過 (2025年３月26日～2026年３月25日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2025年３月25日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

国内金利上昇を受け国内債券が下落要因となった一方で、世界的な生成AI・半導体需要の拡大や、米欧中央

銀行による政策金利の継続的な利下げが追い風となり、先進国株式を中心に上昇したことが基準価額の主な

上昇要因となりました。 

 

  

期中の基準価額等の推移 



品 名：03_90150_123010_123011_123012_008_02_Ｓｍａｒｔ－ｉ ８資産バランス 安定型／安定成長型／成長型【3 冊合冊】_1099092.docx 

日 時：2026/5/1 10:57:00 

ページ：35 

 

－ 35 － 

Ｓｍａｒｔ－ｉ ８資産バランス 成長型 

投資対象とする各マザーファンドの当期末組入比率および期中騰落率 

 
＊ 純資産総額に対する比率です。 

 

 

国内債券市況 

国内長期金利は、前期末と比較して上昇（債券価格は下落）しました。期初は、米国政権の相互関税発表に

よる金融市場の混乱や景気後退懸念の高まりから国内長期金利は一時低下しましたが、関税率合意や日銀の

消費者物価見通しの引き上げにより利上げ観測が再燃したことを受け、上昇に転じました。高市新政権が発足

すると、積極的な財政政策による支出拡大への警戒感が強まったことや、2025年12月の金融政策決定会合で利

上げが決定されたことを受け、国内長期金利はさらに上昇基調を強めました。2026年２月の衆議院選挙後、財

政規律を意識した政権運営期待から長期金利は一時低下しましたが、期末にかけ、中東情勢の緊迫化による原

油高と円安の進行を背景にインフレ懸念が再燃したことを受け、国内長期金利は再度上昇しました。 

 

先進国債券市況 

先進国債券市場では、前期末と比較して米国長期金利は横ばい、欧州長期金利は上昇（債券価格は下落）し

ました。期初は、軟調な米経済指標やFRB（米連邦準備制度理事会）高官によるハト派的発言、米国の関税政

策を受けて長期金利は低下する場面もありましたが、関税引き下げ合意を受けて戻しました。期中は、パウエ

ルFRB議長のハト派的発言や軟調な経済指標で米国金利は低下する一方、欧州金利はドイツ防衛費増額などの

財政悪化懸念から上昇しました。期末は、米国株式市場の下落でFRBの利下げ観測が高まったことから長期金

利は一時低下したものの、中東情勢の悪化に伴う原油高によるインフレ再燃・財政悪化懸念の高まりから、米

国金利、欧州金利ともに上昇しました。 

 

新興国債券市況 

新興国債券市場は、国・地域によってまちまちな動きとなりました。アジア圏では、インフレ率の鈍化など

を背景に主要国で利下げが実施されましたが、2026年３月に入り、中東情勢の悪化と原油価格の上昇を受けた

インフレ再燃への懸念から、インドやタイなどの主要国で債券利回りは上昇しました。また、中国でも利下げ

が行われたものの、景気刺激策のための国債発行などが重石となり、債券利回りは上昇しました。一方、中南

投資環境 
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米地域では、利下げが継続しているメキシコと、利下げ方向に政策を転換していたブラジルを中心に債券利回

りは低下しました。 

 

国内株式市況 

国内株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期初、米国政府の相互関税が市場予想よりも厳しい内容

であったため大きく下落した場面もみられましたが、堅調な企業の業績発表で上昇基調となりました。期後半

は、高市新政権の積極財政への期待からAI関連銘柄主導で買いが入ったことで上昇基調が続き、2026年２月の

衆議院選挙で自民党が勝利したことで、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は一時、史上最高値を更新する場面がみ

られました。しかしその後は、中東情勢の悪化や原油価格の上昇により下落する展開となりました。 

 

先進国株式市況 

先進国株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期初、米国政権の相互関税発表による景気後退懸念の

高まりから株式市場は一時下落しましたが、米国政権が相互関税の上乗せ部分を停止したことや各国と関税

交渉で合意に至ったことにより上昇に転じました。その後、底堅い企業決算を受けて投資家心理が改善し、複

数の主要国株価指数が最高値を更新するなど堅調に推移しましたが、期末にかけ、中東情勢の悪化に伴う原油

高によりインフレ再燃・景気鈍化懸念が強まり、下落する展開となりました。 

 

新興国株式市況 

新興国株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期初、米国と中国による関税引き上げの応酬で景気後

退懸念が強まり、株式市場は一時下落しましたが、両国が追加関税措置の一時停止に合意し、過度な懸念が後

退したことで上昇に転じました。その後、中国政府による景気刺激策や、半導体関連銘柄の堅調な決算・AI需

要の拡大が追い風となり、さらに上昇しましたが、期末にかけ、中東情勢緊迫化・原油価格上昇を受け、景気

減速リスクが意識され調整局面となりました。 

 

国内リート市況 

国内リート市場は、前期末と比較して上昇しました。期前半は、米国の関税政策を背景に日銀の追加利上げ

に時間がかかるとの見方や堅調な不動産市況を受けて上昇しました。期後半は、高市新政権の拡張的財政政

策、米国の利下げへの期待を背景に国内リート市場は上昇したものの、2026年２月の衆議院選挙に向け与野党

が消費減税を掲げたことで財政悪化懸念が広がったことに加え、３月には中東情勢の悪化を受けたリスク回

避の売りが出たことで下落しました。 

 

先進国リート市況 

先進国リート市場は、前期末と比較して上昇しました。期前半は、米国長期金利の高止まりや、米国の関税

政策による景気後退懸念でリスク回避姿勢が広がったことを背景に一時下落しましたが、相互関税の一時停

止が発表されると買い戻しが進みました。期後半は、米国の利下げが進んだことや、堅調なAI需要からデータ

センター関連リートが市場を牽引したことで、上昇幅を拡大しましたが、期末には原油高によるインフレ懸念

から金利が上振れし、リート市場は軟化しました。 

 

為替市況 

前期末と比較して、円は米ドル、ユーロの双方に対して円安となりました。 

米ドルに対して、期前半は、日米金利差が縮小するとの観測や、米国の景気悪化懸念の高まりにより、円高

米ドル安が進行しました。期中から期後半にかけては、米国が各国との関税交渉の合意でリスク選好が回復し
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たことや、積極財政・金融緩和志向の高市政権の発足を受け、円安米ドル高が進行しました。期末にかけては、

日米金融当局によるレートチェック観測で一時的に円高となったものの、中東情勢が緊迫化すると安全通貨

としての米ドル買いが優勢となりました。 

ユーロに対して、期前半は、米国政権の関税政策への不安感からユーロが対米ドルの代替通貨として買われ

たことで円安ユーロ高が進みました。期後半になると、ECB（欧州中央銀行）の利下げ停止観測や高市政権の

財政拡張的政策から円が売られたことで、円安ユーロ高がさらに進行しました。 

新興国通貨について、米国の利下げにより金利差が縮小したことや、米ドル離れの思惑に伴う新興国への資

金流入もあり、中国元をはじめ多くの新興国通貨は対米ドルで上昇しました。 

 

 

主として各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の債券・株式なら

びに国内および先進国の不動産投資信託証券（リート）等への分散投資を行い、信託財産の成長性を重視した

運用を行いました。 

各マザーファンドに対する投資割合は、期を通じて概ね、基本的資産配分通りとしました。 

 

ＲＭ国内債券マザーファンド 

国内の債券を主要投資対象とし、ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合の動きに連動する投資成果を目指してファン

ドの特性値（満期構成やデュレーション（金利感応度））をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを

構築しました。 

 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

日本を除く先進国の債券を主要投資対象とし、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）

の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（通貨構成、満期構成、デュレーション（金利感応度））

をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。また、ベンチマークとの連動性を高めるた

め、投資対象資産の通貨は対円で為替ヘッジ（為替の売り予約）を行いました。 

 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 

日本を除く先進国の債券を主要投資対象とし、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）の動

きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（通貨構成、満期構成、デュレーション（金利感応度））

をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は

行っておりません。 

 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 

新興国の現地通貨建て債券を実質的な主要投資対象とし、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバー

シファイド（円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行いました。ＪＰモルガンＧＢＩ―

ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）への連動性を高めるため、ETF（上場投資信託証券）

を活用して運用を行いました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

  

当ファンドのポートフォリオ 



品 名：03_90150_123010_123011_123012_008_02_Ｓｍａｒｔ－ｉ ８資産バランス 安定型／安定成長型／成長型【3 冊合冊】_1099092.docx 

日 時：2026/5/1 10:57:00 

ページ：38 

 

－ 38 － 

Ｓｍａｒｔ－ｉ ８資産バランス 成長型 

ＲＭ国内株式マザーファンド 

国内の株式を主要投資対象とし、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）の動きに連動する投資成果を目指

してファンドの特性値（業種構成比など）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。 

 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 

日本を除く先進国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）

の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）をベンチマークに概

ね一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

新興国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の

動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）をベンチマークに概ね

一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ国内リートマザーファンド 

国内の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果

を目指してファンドの特性値（用途別の比率など）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築し

ました。 

 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

日本を除く先進国の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当

込み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、用途別の比率な

ど）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）

は行っておりません。 

 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる

指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指

数は設定しておりません。 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

 
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 
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当期の収益分配金につきましては、基準価額の水準、市況動向等を勘案した上で、分配を見送りとさせてい

ただきました。収益分配にあてなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に留保し、運用の基本方

針に基づいて運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第８期 

2025年３月26日～ 
2026年３月25日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 14,948  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

引き続き、主として各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の債

券・株式ならびに国内および先進国の不動産投資信託証券（リート）等への分散投資を行い、信託財産の成長

性を重視した運用を行います。 

各マザーファンドに対する投資割合は、基本的資産配分にしたがいます。 

 

ＲＭ国内債券マザーファンド 

引き続き、主としてＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合に採用されている国内の債券に投資し、ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ

総合の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

引き続き、主としてFTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）に採用されている先進国

の債券に投資し、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）の動きに連動する投資成果を

目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）を行います。 

 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 

引き続き、主としてFTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）に採用されている先進国の債券

に投資し、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用

を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

分配金 
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ＲＭ新興国債券マザーファンド 

引き続き、主としてＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド

（円換算ベース）との連動性を高めるため、新興国債券の指数を対象指数としたETF（上場投資信託証券）を活

用しながら運用を行う方針です。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ国内株式マザーファンド 

引き続き、主として東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）に採用されている国内の株式に投資し、東証株

価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている日本を除

く先進国の株式に投資し、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動する投資

成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている

新興国の株式に投資し、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ国内リートマザーファンド 

引き続き、主として東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券に投資し、東証

ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

引き続き、主としてＳ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算ベース）に採用されている不

動産投資信託証券および不動産関連株式に投資し、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算

ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り

予約）は行いません。 
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○１万口当たりの費用明細 (2025年３月26日～2026年３月25日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 50  0.220  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (23)  (0.099)  ファンドの運用・調査、基準価額の計算、開示資料作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (23)  (0.099)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 5)  (0.022)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 1   0.005   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 0)  (0.002)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.001)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） ( 0)  (0.002)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 2   0.008   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） ( 2)  (0.007)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.001)   

（d） そ の 他 費 用 9   0.039   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 6)  (0.027)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 2)  (0.007)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 1)  (0.006)  その他は、権利・配当にかかる税金及びその払戻し、ファンドの運営管理にか
かる費用等 

 合 計 62   0.272    

期中の平均基準価額は、22,870円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証

券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除

した総経費率（年率）は0.26％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2025年３月26日～2026年３月25日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＲＭ国内株式マザーファンド 92,775 222,335 － － 

ＲＭ国内リートマザーファンド 113,698 188,837 5,728 8,190 
ＲＭ先進国株式マザーファンド 639,511 2,414,062 21,795 74,930 
ＲＭ新興国株式マザーファンド 63,422 141,807 12,771 23,720 
ＲＭ先進国リートマザーファンド 323,419 600,003 － － 
ＲＭ国内債券マザーファンド 229,773 213,811 139,924 132,110 
ＲＭ先進国債券マザーファンド 17,945 24,838 21,468 27,540 
ＲＭ新興国債券マザーファンド 135,760 207,646 12,698 17,210 
ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 209,380 176,237 158,730 132,330 

 
 
 

○株式売買比率 (2025年３月26日～2026年３月25日) 

 

項 目 
当 期 

ＲＭ国内株式 
マザーファンド 

ＲＭ先進国株式 
マザーファンド 

ＲＭ新興国株式 
マザーファンド 

ＲＭ先進国リート 
マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 227,848,915千円 194,170,396千円 8,781,054千円 521,380千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 184,509,298千円 437,267,106千円 51,836,589千円 713,822千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.23   0.44   0.16   0.73   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年３月26日～2026年３月25日) 

 

 該当事項はございません。 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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＜ＲＭ国内株式マザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 416 373 919 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは株式
会社りそなホールディングスです。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2025年３月26日～2026年３月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2025年３月26日～2026年３月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2026年３月25日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＲＭ国内株式マザーファンド 788,069 880,844 2,597,787 

ＲＭ国内リートマザーファンド 605,942 713,911 1,211,865 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 2,977,459 3,595,175 14,918,540 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 820,352 871,003 2,562,144 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 910,195 1,233,614 2,511,515 

ＲＭ国内債券マザーファンド 603,602 693,451 627,573 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 95,430 91,906 132,336 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 600,126 723,188 1,211,124 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 692,350 743,000 617,582 
 
 
 
  

利害関係人の発行する有価証券等 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2026年３月25日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＲＭ国内株式マザーファンド 2,597,787 9.8 

ＲＭ国内リートマザーファンド 1,211,865 4.6 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 14,918,540 56.2 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 2,562,144 9.6 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 2,511,515 9.5 

ＲＭ国内債券マザーファンド 627,573 2.4 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 132,336 0.5 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 1,211,124 4.6 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 617,582 2.3 

コール・ローン等、その他 172,601 0.5 

投資信託財産総額 26,563,067 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） ＲＭ先進国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（523,569,325千円）の投資信託財産総額（525,191,134千円）

に対する比率は99.7％です。 

（注） ＲＭ新興国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（63,033,329千円）の投資信託財産総額（63,497,453千円）に

対する比率は99.3％です。 

（注） ＲＭ先進国リートマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（96,837,980千円）の投資信託財産総額（97,229,006千円）

に対する比率は99.6％です。 

（注） ＲＭ先進国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（46,693,898千円）の投資信託財産総額（46,736,423千円）に

対する比率は99.9％です。 

（注） ＲＭ新興国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（19,767,613千円）の投資信託財産総額（20,046,755千円）に

対する比率は98.6％です。 

（注） ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり）において、当期末における外貨建純資産（192,968,920千円）の投資信託財産総額

（193,354,728千円）に対する比率は99.8％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1米ドル=158.66円、1カナダドル=115.35

円、1メキシコペソ=8.9571円、1ブラジルレアル=30.3354円、1チリペソ=0.173374円、1コロンビアペソ=0.042948円、1ユーロ=184.51

円、1英ポンド=213.19円、1スイスフラン=201.52円、1スウェーデンクローナ=17.06円、1ノルウェークローネ=16.37円、1デンマークク

ローネ=24.69円、1トルコリラ=3.5809円、1チェココルナ=7.5485円、1ハンガリーフォリント=0.473793円、1ポーランドズロチ=43.207

円、1オーストラリアドル=111.03円、1ニュージーランドドル=92.67円、1香港ドル=20.28円、1シンガポールドル=124.25円、1マレーシ

アリンギット=40.1943円、1タイバーツ=4.87円、1フィリピンペソ=2.6493円、1インドネシアルピア=0.0094円、1韓国ウォン=0.106265

円、1新台湾ドル=4.9597円、1中国元=23.0141円、1オフショア人民元=23.0293円、1インドルピー=1.70円、1イスラエルシュケル=50.8034

円、1クウェートディナール=519.69円、1サウジアラビアリアル=42.35円、1カタールリアル=43.60円、1南アフリカランド=9.40円、1ア

ラブディルハム=43.29円。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2025年３月26日～2026年３月25日) 

 

 該当事項はございません。 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2026年３月25日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 26,563,067,297   

 コール・ローン等 172,594,259   

 ＲＭ国内株式マザーファンド(評価額) 2,597,787,799   

 ＲＭ国内リートマザーファンド(評価額) 1,211,865,273   

 ＲＭ先進国株式マザーファンド(評価額) 14,918,540,781   

 ＲＭ新興国株式マザーファンド(評価額) 2,562,144,027   

 ＲＭ先進国リートマザーファンド(評価額) 2,511,515,803   

 ＲＭ国内債券マザーファンド(評価額) 627,573,257   

 ＲＭ先進国債券マザーファンド(評価額) 132,336,632   

 ＲＭ新興国債券マザーファンド(評価額) 1,211,124,547   

 ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり）(評価額) 617,582,082   

 未収利息 2,837   

(B) 負債 65,739,854   

 未払解約金 37,138,041   

 未払信託報酬 27,755,359   

 その他未払費用 846,454   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 26,497,327,443   

 元本 10,621,003,709   

 次期繰越損益金 15,876,323,734   

(D) 受益権総口数 10,621,003,709口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 24,948円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は8,932,087,941円、期中追加設定元

本額は3,044,946,731円、期中一部解約元本額は1,356,030,963

円です。 

（注）当期末の１口当たり純資産額は2.4948円です。 
 

○損益の状況 (2025年３月26日～2026年３月25日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 506,429   

 受取利息 506,429   

(B) 有価証券売買損益 4,037,154,149   

 売買益 4,372,945,075   

 売買損 △   335,790,926   

(C) 信託報酬等 △    51,116,831   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 3,986,543,747   

(E) 前期繰越損益金 3,271,628,618   

(F) 追加信託差損益金 8,618,151,369   

 (配当等相当額) (   5,619,847,654)  

 (売買損益相当額) (   2,998,303,715)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 15,876,323,734   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 15,876,323,734   

 追加信託差損益金 8,618,151,369   

 (配当等相当額) (   5,625,414,942)  

 (売買損益相当額) (   2,992,736,427)  

 分配準備積立金 7,258,172,365   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（493,325,006

円）、費用控除後の有価証券等損益額（3,493,218,741円）、信託

約款に規定する収益調整金（8,618,151,369円）および分配準備

積立金（3,271,628,618円）より分配対象収益は15,876,323,734

円（１万口当たり14,948円）ですが、当期に分配した金額はあ

りません。 
 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
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－ 47 － 

Ｓｍａｒｔ－ｉ ８資産バランス 成長型 

○お知らせ 

・投資信託及び投資法人に関する法律第14条の改正に伴い、約款に所要の変更を行いました。（2025年４月１日） 

 

＜当ファンドが投資対象とするＲＭ国内債券マザーファンド、ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあ

り）、ＲＭ先進国債券マザーファンド、ＲＭ新興国債券マザーファンド、ＲＭ国内株式マザーファンド、ＲＭ

先進国株式マザーファンド、ＲＭ新興国株式マザーファンド、ＲＭ国内リートマザーファンドおよびＲＭ先進

国リートマザーファンドは以下の約款変更を行いました。＞ 

・投資信託及び投資法人に関する法律第14条の改正に伴い、約款に所要の変更を行いました。（2025年４月１日） 
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